
 

 

平成１４年１１月２６日 
中国電力株式会社

 
 

『中国電力環境行動計画』の見直しについて 
 
 

  当社はこのたび，持続的発展が可能な社会の実現を目指し，地球温暖化
問題や循環型社会形成への対応など，環境問題に一層積極的に取り組んで
いくため，『中国電力環境行動計画』を見直しました。 
 
  当社は，環境問題への取り組みを経営の最重要課題の一つととらえ，従来
より『中国電力環境行動計画』に基づき，当社を取り巻く様々な環境問題に取
り組んでおり，また，昨年度からは全社大でＩＳＯ１４００１に基づく環境マネジ
メントシステムの運用を開始し，環境に配慮した事業活動を展開しているとこ
ろです。 
 
  しかしながら，国内のＣＯ２排出量や廃棄物発生量は依然として増加傾向に

あるなど，環境問題は一段と深刻さを増しており，環境問題に対する一層の
取り組みが求められている状況にあります。 
 
  このため，当社は，『中国電力環境行動計画』の見直しを行い，「原子力発
電の推進を柱とする地球温暖化問題への対応」をはじめ，「オフィス活動にお
けるＣＯ２の削減」，「グリーン購入や廃棄物の３Ｒ対策による循環型社会形

成」への取り組みを強化していくことといたしました。 
 
  主な見直しの概要は以下のとおりです。

１． 持続的発展が可能な社会の実現を目指し，社員一人ひとりが積極的に
行動します。

  環境基本方針（下記参照）に「持続的発展が可能な社会の実現」，「環
境経営の向上」，「環境コミュニケーションの推進」を掲げ，当社の目指す
べき方向をより明確にし，社員一人ひとりが環境を大切にする心で積極
的に行動します。 
 

２． 2010年度のオフィス活動に伴うＣＯ２排出量を2001年度実績から10％削

減するとともに，ＣＯ２削減目標の達成に向けた取り組みを加速していき

ます。

  オフィス活動における電気使用量，自動車燃料使用量，事務用紙使用
量，水使用量の節約を環境管理目標に追加し，これらの使用に伴う2010
年度のＣＯ２排出量を2001年度実績から10％削減することを目指します。 

  電気事業に伴うＣＯ２排出量の削減については，従来から取り組んでい

る「2010年度におけるＣＯ２排出原単位を1990年度実績から20％程度削

減する」という目標の達成に向け，原子力発電の推進，火力発電所のＬ



ＮＧへの燃料転換，京都メカニズムを活用する諸施策の推進など，取り
組みを一層強化してまいります。 
 

３． 低公害車を積極的に導入します。

  新たに「低公害車の導入」を環境管理目標に追加し，本年８月に策定し
た「エネルギアグリーン購入ガイドライン」に基づき，今後導入する車両を
計画的に低公害車へと切り替え，2010年度には90％以上を低公害車と
します。 
 

４． 廃棄物の３Ｒ対策を積極的に推進します。

  循環型社会の形成に向け，資機材の適正な管理によって長寿命化を
図るなど，省資源活動の実践による廃棄物の発生抑制（リデュース）を
第一に，再利用（リユース），再資源化（リサイクル）の３Ｒ対策を推進し，
石炭灰や建設廃材など廃棄物の一層の有効利用率向上に努めます。 
 

以上 
 

 

環境基本方針 

中国電力は，

   
○   総合エネルギー産業として，環境保全・経済成長・エネルギーセキ

ュリティの同時達成による持続的発展が可能な社会の実現を目指し
ます。

○   環境マネジメントシステムを着実に展開し，事業活動に伴う様々な
環境負荷の継続的な低減を図るとともに，環境を大切にする心で一
層の環境経営の向上に努めます。

○   お客さまとの環境コミュニケーションを積極的に推進し，お客さまに
学び，お客さまから信頼され，選択され続ける企業を目指します。

［添付資料］ 
    中国電力環境行動計画（ＰＤＦ：75KB） 
    環境管理目標の見直し個所（参考）

    注  ＰＤＦファイルをご覧になるには Acrobat Reader4.0以上が必要です。

以上
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 当社は，平成３年１月に企業理念を制定して，キーコンセプトを ENERGIA
（あなたとともに，地球とともに）とするとともに，経営理念として５項目を掲

げ，あらゆる行動の原点としている。 
 この企業理念に基づき，環境基本方針，環境行動指針ならびに環境管理目標を

設定する。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
   私たちは…… 

  旺盛なチャレンジ精神をもち，未来に向かって柔軟な思考 
  で創造する,輝きあるヒューマングループをめざします。 

＋ 

｢あるべき社員像」 

エネルギ－のも
つ可能性を追求
します 

人を大切に 
する心で事に 
当たります 

自然との 
調和を求め 
続けます 

お客さまの 
信頼を喜び 
とします 

地域の 
発展に貢献 
します 

 エ ネ ル ギ ア  

ＥＮＥＲＧＩＡ 
－あなたとともに，地球とともに－ 

経営理念 

キーコンセプト 

行動指針＝“EnerGia Will” 
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≪環境基本方針≫ 
 

中国電力は， 

 ・総合エネルギー産業として，環境保全・経済成長・エネルギーセ
キュリティの同時達成による持続的発展が可能な社会の実現を目
指します。 

 ・環境マネジメントシステムを着実に展開し，事業活動に伴う様々
な環境負荷の継続的な低減を図るとともに，環境を大切にする心
で一層の環境経営の向上に努めます。 

 ・お客さまとの環境コミュニケーションを積極的に推進し，お客さ
まに学び，お客さまから信頼され，選択され続ける企業を目指し
ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰＬＡＮ 
（計画） 

継続的改善

ＤＯ 
（実施・運用） 

ＣＨＥＣＫ 
（点検・是正措置） 

ＡＣＴＩＯＮ 
（見直し） 
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≪環境行動指針≫ 
 

１．環境マネジメントの推進 
(1) 環境マネジメントシステムを継続的に改善し，環境リスクへの的確な対応を図る

とともに，多様化し複雑化する環境問題に積極的に取り組む。 

(2) 社員一人ひとりが，環境を大切にする心で，職場・日常生活において環境に配慮

した取り組みを実践していくよう，研修・教育を実施する。 

(3) 中国電力グループの連携を強化し，総合力を発揮して，環境保全活動を推進す

る。 

 

 

２．地球環境問題への対応 
(1) 原子力発電所の安全運転の継続に努めるとともに，安全性や放射性廃棄物の処理

などについて理解を得つつ，新規開発を積極的に推進する。 

(2) 電力設備の高効率化を図るとともに，ＬＮＧの利用拡大および水力の有効利用を

推進する。 

(3) 新エネルギーの導入，普及促進に努めるとともに，新エネルギー発電からの電力

購入に協力する。 

(4) 国際的な取り決め，国の政策等を踏まえ温室効果ガス，規制対象フロン等の排出

抑制に努める。 

 

 

３．地域環境への対応 
(1) 電力設備の設置にあたっては，最新の知見を取り入れた環境アセスメントを実施

し，環境負荷の低減に努めるとともに，景観との調和に配慮する。 

(2) 電力設備の運用にあたっては，関係法規の遵守，日常管理の徹底，緊急時の迅速

かつ的確な対応などにより，環境負荷の低減に努める。 

 

 

４．省エネルギーの推進 
(1) 省エネルギー・負荷平準化機器等の普及促進，電気の上手な使い方についての情

報提供に努め，お客さまとともにエネルギーの効率的利用を推進する。 

(2) 環境に配慮したオフィス活動の推進や省エネルギー機器の採用など，各事業所の

実態に合った省エネルギー活動を実践する。 
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５．循環型社会形成への対応 
(1) 省資源活動の実践による廃棄物の発生抑制（リデュース）を第一に，再利用（リ

ユース），再資源化（リサイクル）の３Ｒ対策を推進する。 

(2) 製品やサービスの調達にあたっては，環境への負荷ができるだけ少ないものを選

択して購入する「グリーン購入」を推進する。 

 

 

６．先進技術の開発・導入 
(1) 地球温暖化防止や循環型社会の形成，エネルギーの効率的利用に資する先進的な

技術の開発・導入に努める｡ 

 

 

７．環境コミュニケーションの推進 
(1) 環境報告書などを通じ積極的な情報開示に努めるとともに，お客さまなどとの広

聴活動を推進し，双方向のコミュニケーションを図る。 

(2) 地域と協調した環境保全活動や環境に係わる社会貢献活動を推進し，社会とのパ

ートナーシップを深める。 

(3) 開発途上国等への環境技術協力ならびに海外電力事業者との国際交流，情報交換

に努める。 
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≪環境管理目標≫ 
 

目標値 
環境行動指針 項  目 

2005 年度中期目標 2010年度目標 

ＣＯ２排出原単位の低減（使用端） 
2010年度目標の 

達成に向け努力 

20％程度低減 

（1990年度比） 

 地球環境問題 

     への対応 

ＳＦ６排出量の低減（回収率） 
点検時：97％程度 

廃棄時：99％程度 

点検時：97％程度 

廃棄時：99％程度 

 
原子力発電所設備利用率の向上 

安全性・信頼性の確

保を前提に極力向上 

85％以上 

（３ヶ年平均値） 

 

 
火力発電所熱効率の向上（発電端） 40％以上 40％以上 

 

 
新エネルギー発電からの電力購入 継続的に購入 継続的に購入 

 地域環境 

     への対応 

ＳＯｘ排出原単位の抑制 

        （火力電源平均） 
0.2g/kWh程度 0.2g/kWh程度 

 ＮＯｘ排出原単位の抑制 

        （火力電源平均） 
0.3g/kWh程度 0.3g/kWh程度 

オフィスでの電気使用量の節約 
5％節約 

（2001年度比） 

10％節約 

（2001年度比） 

 省エネルギー 

       の推進 

自動車燃料使用量の節約 

        （燃費の向上） 

3％向上 

（2001年度比） 

10％向上 

（2001年度比） 

 循環型社会 

  形成への対応 
石炭灰有効利用率の向上 75％以上 75％以上 

 

 
脱硫石膏有効利用率の向上 100％ 100％ 

 

 
建設廃材等の有効利用率の向上 60％以上 75％以上 

 

低公害車の導入 

40％以上 

（特殊車両を除く 

車両に占める割合） 

90％以上 

（特殊車両を除く 

車両に占める割合） 

 

 
事務用紙使用量の節約 

5％節約 

（2001年度比） 

10％節約 

（2001年度比） 

 

 
オフィスでの水使用量の節約 

5％節約 

（2001年度比） 

10％節約 

（2001年度比） 
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≪推進体制≫ 
 

●環境管理の責任者 
(1) 社長は，全社の環境管理の最高責任者として，全社の環境管理を統括する。 
(2) 社長の下に環境管理責任者をおき，環境総合委員会の委員長をもってこれにあて
る。環境管理責任者は，全社の環境管理について社長を補佐する。 

(3) 事業本部等の長の下に環境管理推進者をおき，事業本部等の環境管理について，
事業本部等の長を補佐する。 

(4) 事業本部および室・部等の長は，関係する事業所の長と連携し環境管理を行う。 
 
●環境総合委員会・環境委員会の設置 
   環境問題への取り組みに関する重要事項および方針について審議を行うととも

に環境管理の点検・見直しを行うため，環境総合委員会および環境委員会をおく。 
 
●環境監査 
(1) 考査部長は，全社の環境管理について環境監査を行う。 
(2) 事業本部等の長は，環境内部監査チームを設置し，環境管理について定期的に監
査を行う。 
 

 
 

社長 

経営会議 
環境管理責任者 
（副社長） 

 
 委 員 長：副社長（社長が指名） 
 副委員長：常務（委員長が指名） 
 委  員：事業本部長および関係室･部等の長 
      （委員長が指名） 
 事 務 局：環境用地部，経営企画室 

環境総合委員会 

各事業本部および室・部等の長 

環境管理推進者 環境内部監査チーム 

事業本部および室・部等 

事業所の長 

環境管理推進者 

 
 委 員 長：環境管理推進者等 
 委  員：各ﾏﾈｰｼﾞｬｰ，課長（委員長が指名） 
 事 務 局：事業所の長が定める 

環境委員会 

各課 環境内部監査チーム 

事業所 

（注）推進体制および用語の定義は環境管理規程の定めによる。 
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H14.11 ： 改  定 
H12. 9 ： 改  定 
H10.11 ： 改  定 
H 7. 6 ： 改  定 
H 5. 1 ： 発  行  



参考

 
≪環境管理目標の見直し個所≫ 

 

 

環境行動指針 項目

目標値 （参考）見直し
前の 

2010年度 
目標

2005年度 
中期目標

2010年度目標

地球環境問題へ
の対応

ＣＯ２排出原

単位の低減 
（使用端）

2010年度目標の 
達成に向け努力

20％程度低減 
（1990年度比）

同左

ＳＦ６排出量
の低減 
（回収率）

点検時：97％程度 
廃棄時：99％程度

点検時：97％程度
廃棄時：99％程度

点検時： 
97％程度

原子力発電
所設備利用
率の向上

安全性・信頼性の
確保を前提に極力

向上

85％以上 
（３ヶ年平均値）

数値を単年値
から３ヶ年平均

値に変更

火力発電所
熱効率の向
上 
（発電端）

40％以上 40％以上 同左

新エネルギー
発電からの電
力購入

継続的に購入 継続的に購入 追加

地域環境への対
応

ＳＯｘ排出原
単位の抑制 
（火力電源平
均）

0.2g/kWh程度 0.2g/kWh程度 同左

ＮＯｘ排出原
単位の抑制 
（火力電源平
均）

0.3g/kWh程度 0.3g/kWh程度 同左

省エネルギーの
推進

オフィスでの
電気使用量
の節約

5％節約 
（2001年度比）

10％節約 
（2001年度比）

追加

自動車燃料
使用量の節
約 
（燃費の向
上）

3％向上 
（2001年度比）

10％向上 
（2001年度比）

追加

循環型社会形成
への対応

石炭灰有効
利用率の向
上

75％以上 75％以上 70％以上

脱硫石膏有
効利用率の
向上

100% 100% 同左

建設廃材等
の有効利用
率の向上

60％以上 75％以上 40％以上

低公害車の
導入

40％以上 
（特殊車両を除く車
両に占める割合）

90％以上 
（特殊車両を除く
車両に占める割

合）

追加

事務用紙使
用量の節約

5％節約 
（2001年度比）

10％節約 
（2001年度比）

追加

オフィスでの
水使用量の
節約

5％節約 
（2001年度比）

10％節約 
（2001年度比）

追加

（注） 部分は見直し個所

また，中期目標の目標年を２００２年度から２００５年度に変更


	本文
	（添付資料）中国電力環境行動計画
	（添付資料）環境管理目標の見直し個所（参考
）



